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１ はじめに 

岩手県沿岸は過去の震災で何度も甚大な被害を受けて

きた．しかし，沿岸から離れて市街地が形成された地域

もあれば、沿岸側に拡大している地域もみられる。その

結果，東北大震災では地域ごとに被害の違いが生じた． 

 本研究では人口規模が似ている久慈市と山田町に視点

を当て，過去に撮影された航空写真１）や地形図２）を用い

てそれぞれの市街地の拡大状況を可視化し，その変化を

時系列で整理した．また過去の震災で受けた被害や津波

浸水域，市街地の面積を時系列で整理するとともに，そ

の地域の歴史３）４）と照らし合わせて市街地の拡大につい

て整理し，今後の都市形成に役立てる基礎的情報を得る

ことを目的とした． 

２ 研究方法 

 本研究では，久慈市および山田町における東日本大

震災の津波浸水域を対象に，航空写真および地形図を

用い，市街地拡大状況を定量的に把握した．なお本稿

では，対象地域の中でも比較的人口や市街地面積の大

きい久慈市久慈港周辺および山田町山田地区における

分析結果を提示する．分析に用いた航空写真は昭和２

２年，昭和４３年，昭和５２年であり，これらに加え

久慈市では平成１２年，山田町では平成９年の航空写

真も使用した．また，久慈市では大正３年の地形図を，

山田町では平成９年の航空写真も使用した．以上の資

料をGIS上に投影し，市街地が密集している場所のゾ

ーニングを行い，市街地面積を定量的に算出し，年代

別に整理した．市街地拡大状況と津波浸水５）６）の履歴

や社会的背景等と関連づけて考察を行う． 

3  研究結果・考察 

3.1 久慈市における市街地変遷 

 図１は，分析対象のうち，久慈市の市街地面積の変 

遷と社会的背景および津波襲来について整理したもの 

 

 

図１ 久慈市の市街地面積と東日本大震災浸水域の

重なった面積 

 

図２ 久慈市の市街地面積と東日本大震災浸水域の

重なった面積 

 

である．大正３年から平成１２年にかけて，久慈市の

市街地面積は約７倍に拡大している． 

久慈市では，昭和８年の昭和三陸地震に伴う大津波

により大きな被害を受けたものの，その後は昭和２２ 
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図３ 山田町の市街地面積と東日本大震災の浸水域 

 

年にかけて市街地面積は微増傾向にある．図２は，久 

慈市の市街地拡大の変遷を地図で表したもので，大正

５年から昭和２２年にかけ，久慈駅および陸中夏井駅

周辺で市街地の拡大が確認できる．昭和５年の国鉄（現

JR)八戸線の開通によるものと考えられ，交通機関の整

備による市街地拡大が示唆された．昭和２２年以降は

市街地が一貫して増加傾向にある．昭和３５年のチリ

地震津波による久慈市での人的被害は無く，住宅被害

も２２戸に止まったことから，市街地拡大への影響は

軽微と考えられる．また，昭和４７年の国道４５号改

築に伴う全線開通や，昭和５０年の久慈港の重要港湾

指定が，海側への市街地拡大の促進要因となったもの

と予想される． 

3.2 山田町における市街地変遷 

 図３は，分析対象のうち，山田町の市街地面積の変

遷と社会的背景および津波襲来について整理したもの

である．大正６年から平成９年にかけて市街地面積は

一貫して増加傾向にあり，久慈市と同様の傾向が確認

された．図４は，山田町の市街地拡大の変遷を地図で

表したものであるが，久慈市とは異なり大正５年の段

階で市街地が海岸付近に形成されていた様子が確認で

きる． 

 山田町においても，昭和８年の昭和三陸地震に伴う

大津波により大きな被害を受けたものの，昭和２３年

にかけて沿岸部を中心に市街地が拡大している．漁業

が山田町の主幹産業であることに加え，昭和１０年に

国鉄山田線の陸中山田線が沿岸に設置されたことが，

沿岸部の市街地拡大に繋がったものと考えられる． 

 昭和３５年のチリ地震津波においても山田町は甚大

な被害を受けたが，その後の昭和４２年にかけて市街 

 

図４ 山田町の市街地面積と東日本大震災の浸水域 

 

地面積は増加傾向にある．市街地拡大は，海に沿う形 

で南北に拡大する流れと，海から離れる形で西に拡大 

する流れが確認出来る．当時も漁業が主幹産業である

ことに加え，昭和４７年の国道４５号改築に伴う全線

開通や当時の人口増加が相まって，既存市街地を中心

として市街地が拡大したものと思われる． 

４ おわりに 

 本研究では，過去に津波による被害を幾度となく受

けた岩手県久慈市と山田町を対象に市街地拡大状況を

定量的に分析し，津波襲来や社会状況などと関連づけ

ながら考察を行い，当時の基幹産業や交通インフラ整

備の影響について考察した． 

 今後の課題として，市街地拡大と関連する社会的状

況の詳細な調査が挙げられる． 
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